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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
　前記駆動源は、前記戸袋体内において前記第１扉の移動方向に重なる位置に配置され、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
る
  プラットホームドア。
【請求項２】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
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  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
　前記駆動源は、前記戸袋体内において前記第１扉の移動方向に重なる位置に配置され、
  前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
る
  プラットホームドア。
【請求項３】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
  前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
  前記伝達機構は、前記第１収容位置と前記第１突出位置との間での前記親扉の変位に、
前記第２収容位置と前記第２突出位置との間での前記子扉の変位を連動させる連動機構を
含み、
  前記親扉は、前記戸袋体内で、前記第２扉に対向する第１面と、前記第１面とは反対側
の第２面と、を有する壁部を含み、
  前記連動機構は、前記第２面に取り付けられた第１プーリと、前記第１プーリによって
保持された第１ベルトと、前記第１ベルトを掴むクランプ部材と、を含み、
  前記クランプ部材は、前記第１扉と前記第２扉との間で、前記戸袋体によって保持され
る
  プラットホームドア。
【請求項４】
  前記壁部には、前記親扉の前記変位の方向に沿って延びるスロットが形成され、
  前記クランプ部材は、前記戸袋体に接続される基部と、前記基部から前記スロットを通
じて前記親扉内に延出し、前記第１ベルトを掴むクランプ片と、を含む
  請求項３に記載のプラットホームドア。
【請求項５】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
  前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
  前記駆動源は、前記第１扉を駆動するモータを含み、
  前記伝達機構は、前記モータに接続される第２ベルトと、前記第２ベルトを保持する第
２プーリと、を含み、
  前記親扉は、開口領域が形成された第１領域と、前記第１領域の隣の第２領域と、を含
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み、
  前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記第１領域は、前記戸袋体内に存在する
一方で、前記第２領域は、前記戸袋体から突出し、
  前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記開口領域は、前記第２プーリを露出さ
せる
  プラットホームドア。
【請求項６】
  前記子扉の変位軌道は、前記親扉の変位軌道よりも前記軌道空間から離れている
  請求項２乃至５に記載のプラットホームドア。
【請求項７】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
  前記戸袋体は、
  （ｉ）前記第１扉及び前記第２扉が収容される第１収容空間を規定する主筐体部と、
  （ｉｉ）前記駆動機構を制御する制御部が収容される第２収容空間を、前記主筐体部と
協働して規定する蓋部と、
  （ｉｉｉ）前記第１収容空間を閉じる閉位置と、前記第１収容空間を露出させる開位置
と、の間で変位する扉体と、
  （ｉｖ）前記扉体を前記閉位置において前記主筐体部に固定する鍵部と、
  （ｖ）前記第１収容空間内で、前記蓋部を前記主筐体部に接続させる接続機構と、を含
み、
  前記接続機構は、
  （ａ）前記蓋部に取り付けられた第１フックと、
  （ｂ）前記第１フックに係合する第２フックと、
  （ｃ）前記第１フックに係合した前記第２フックを弾性的に変形させるロック位置と、
前記第２フックの弾性変形を解除する解除位置と、の間で手動式に変位されるレバーと、
を含む
  プラットホームドア。
【請求項８】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉と前記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉
とに伝達する伝達機構と、を含み、
  前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
  前記戸袋体は、
  （ｉ）前記第１扉及び前記第２扉が収容される第１収容空間を規定する主筐体部と、
  （ｉｉ）前記駆動機構を制御する制御部が収容される第２収容空間を、前記主筐体部と
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協働して規定する蓋部と、
  （ｉｉｉ）前記第１収容空間を閉じる閉位置と、前記第１収容空間を露出させる開位置
と、の間で変位する扉体と、
  （ｉｖ）前記扉体を前記閉位置において前記主筐体部に固定する鍵部と、
  （ｖ）前記第１収容空間内で、前記蓋部を前記主筐体部に接続させる接続機構と、を含
み、
  前記接続機構は、
  （ａ）前記蓋部に取り付けられた第１フックと、
  （ｂ）前記第１フックに係合する第２フックと、
  （ｃ）前記第１フックに係合した前記第２フックを弾性的に変形させるロック位置と、
前記第２フックの弾性変形を解除する解除位置と、の間で手動式に変位されるレバーと、
を含む
　プラットホームドア。
【請求項９】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉を駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉に伝達する伝
達機構と、を含み、
　前記駆動源は、前記戸袋体内において前記第１扉の移動方向に重なる位置に配置され、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
る
  プラットホームドア。
【請求項１０】
　プラットホームに設置された戸袋体と、
　前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
　前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
　前記第１扉を駆動する駆動機構と、を備え、
　前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉に伝達する伝
達機構と、を含み、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
　前記伝達機構は、前記第１収容位置と前記第１突出位置との間での前記親扉の変位に、
前記第２収容位置と前記第２突出位置との間での前記子扉の変位を連動させる連動機構を
含み、
　前記親扉は、前記戸袋体内で、前記第２扉に対向する第１面と、前記第１面とは反対側
の第２面と、を有する壁部を含み、
　前記連動機構は、前記第２面に取り付けられた第１プーリと、前記第１プーリによって
保持された第１ベルトと、前記第１ベルトを掴むクランプ部材と、を含み、
　前記クランプ部材は、前記第１扉と前記第２扉との間で、前記戸袋体によって保持され
る
　プラットホームドア。
【請求項１１】
　プラットホームに設置された戸袋体と、
　前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
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の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、
　前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
　前記第１扉を駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉に伝達する伝
達機構と、を含み、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
　前記駆動源は、前記第１扉を駆動するモータを含み、
　前記伝達機構は、前記モータに接続される第２ベルトと、前記第２ベルトを保持する第
２プーリと、を含み、
　前記親扉は、開口領域が形成された第１領域と、前記第１領域の隣の第２領域と、を含
み、
　前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記第１領域は、前記戸袋体内に存在する
一方で、前記第２領域は、前記戸袋体から突出し、
　前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記開口領域は、前記第２プーリを露出さ
せる
　プラットホームドア。
【請求項１２】
  プラットホームに設置された戸袋体と、
  前記戸袋体内に収容される第１扉と、
  前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置さ
れる第２扉と、
  前記第１扉を駆動する駆動機構と、を備え、
  前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力を前記第１扉に伝達する伝
達機構と、を含み、
　前記伝達機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置され
、
  前記戸袋体は、
  （ｉ）前記第１扉及び前記第２扉が収容される第１収容空間を規定する主筐体部と、
  （ｉｉ）前記駆動機構を制御する制御部が収容される第２収容空間を、前記主筐体部と
協働して規定する蓋部と、
  （ｉｉｉ）前記第１収容空間を閉じる閉位置と、前記第１収容空間を露出させる開位置
と、の間で変位する扉体と、
  （ｉｖ）前記扉体を前記閉位置において前記主筐体部に固定する鍵部と、
  （ｖ）前記第１収容空間内で、前記蓋部を前記主筐体部に接続させる接続機構と、を含
み、
  前記接続機構は、
  （ａ）前記蓋部に取り付けられた第１フックと、
  （ｂ）前記第１フックに係合する第２フックと、
  （ｃ）前記第１フックに係合した前記第２フックを弾性的に変形させるロック位置と、
前記第２フックの弾性変形を解除する解除位置と、の間で手動式に変位されるレバーと、
を含む
  プラットホームドア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、列車が通過する軌道空間を、プラットホーム上のプラットホーム空間から仕
切るプラットホームドアに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　プラットホームドアは、様々な駅に利用されている。プラットホームドアは、プラット
ホーム上の乗客を、列車が通過する軌道空間から隔離する。特許文献１及び２は、プラッ
トホームドアを駆動するための様々な駆動機構を提案する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－４９５９号公報
【特許文献２】特開２０１４－１９３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　プラットホームドアは、毎日利用されるので、メンテナンスに対して与えられる時間は
非常に短い。したがって、プラットホームドアを駆動するための様々な設備（たとえば、
プーリやベルト）は、扉体を収容する戸袋体内において、軌道空間からできるだけ離れた
位置に配置される。この結果、作業者は、プラットホーム上でメンテナンス作業を円滑に
行うことができる。
【０００５】
　プラットホームドアは、互いに反対方向に変位する２つの扉体を有することもある。２
つの扉体を収容する戸袋体の小型化のために、戸袋体内において、２つの扉体のうち一方
は、他方の扉体と軌道空間との間に配置されることもある。上述の駆動機構の配置及び扉
体の配置の下では、駆動機構と軌道空間の近くに配置された扉体との間の距離は、非常に
長くなる。本発明者等は、駆動機構と扉体との間の長い距離が、駆動力の低い伝達効率に
帰結するという課題を見出した。
【０００６】
　本発明は、駆動力を、駆動源から扉体へ効率的に伝達することができるプラットホーム
ドアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一局面に係るプラットホームドアは、前記プラットホームに設置された戸袋体
と、前記戸袋体内に収容される第１扉と、前記戸袋体内に収容され、且つ、前記第１扉と
列車が通過する軌道空間との間に配置される第２扉と、前記第１扉と前記第２扉とを駆動
する駆動機構と、を備える。前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動源と、前記駆動力
を前記第１扉と前記第２扉とに伝達する伝達機構と、を含む。前記伝達機構は、前記戸袋
体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置される。
【０００８】
　上記構成によれば、伝達機構は、戸袋体内に配置された第１扉及び第２扉の間に配置さ
れるので、伝達機構と第１扉との間の距離及び伝達機構と第２扉との距離はともに短くな
る。したがって、駆動力は、駆動源から第１扉及び第２扉へ効率的に伝達される。
【０００９】
　本発明の他の局面に係るプラットホームドアは、プラットホームに設置された戸袋体と
、前記戸袋体内に収容される第１収容位置と、前記戸袋体から突出する第１突出位置と、
の間で変位する親扉と、前記親扉内に収容される第２収容位置と、前記親扉から突出する
第２突出位置と、の間で変位する子扉と、を含む第１扉と、前記戸袋体内に収容され、且
つ、前記第１扉と列車が通過する軌道空間との間に配置される第２扉と、前記第１扉と前
記第２扉とを駆動する駆動機構と、を備える。前記駆動機構は、駆動力を発生させる駆動
源と、前記駆動力を前記第１扉と前記第２扉とに伝達する伝達機構と、を含む。前記伝達
機構は、前記戸袋体内に配置された前記第１扉及び前記第２扉の間に配置される。
【００１０】
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　上記構成によれば、伝達機構は、戸袋体内に配置された第１扉及び第２扉の間に配置さ
れるので、伝達機構と第１扉との間の距離及び伝達機構と第２扉との距離はともに短くな
る。したがって、駆動力は、駆動源から第１扉及び第２扉へ効率的に伝達される。
【００１１】
　上記構成において、前記伝達機構は、前記第１収容位置と前記第１突出位置との間での
前記親扉の変位に、前記第２収容位置と前記第２突出位置との間での前記子扉の変位を連
動させる連動機構を含んでもよい。前記親扉は、前記戸袋体内で、前記第２扉に対向する
第１面と、前記第１面とは反対側の第２面と、を有する壁部を含んでもよい。前記連動機
構は、前記第２面に取り付けられた第１プーリと、前記第１プーリによって保持された第
１ベルトと、前記第１ベルトを掴むクランプ部材と、を含んでもよい。前記クランプ部材
は、前記第１扉と前記第２扉との間で、前記戸袋体によって保持されてもよい。
【００１２】
　上記構成によれば、クランプ部材は、第１扉と第２扉との間で、戸袋体によって保持さ
れるので、駆動力は、連動機構へ効率的に伝達される。
【００１３】
　上記構成において、前記壁部には、前記親扉の前記変位の方向に沿って延びるスロット
が形成されてもよい。前記クランプ部材は、前記戸袋体に接続される基部と、前記基部か
ら前記スロットを通じて前記親扉内に延出し、前記第１ベルトを掴むクランプ片と、を含
んでもよい。
【００１４】
　上記構成によれば、壁部には、親扉の変位の方向に沿って延びるスロットが形成されて
いるので、第１扉は、クランプ片と干渉することなく円滑に変位することができる。
【００１５】
　上記構成において、前記駆動源は、前記第１扉を駆動するモータを含んでもよい。前記
伝達機構は、前記モータに接続される第２ベルトと、前記第２ベルトを保持する第２プー
リと、を含んでもよい。前記親扉は、開口領域が形成された第１領域と、前記第１領域の
隣の第２領域と、を含んでもよい。前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記第１
領域は、前記戸袋体内に存在する一方で、前記第２領域は、前記戸袋体から突出してもよ
い。前記親扉が、前記第１突出位置にあるとき、前記開口領域は、前記第２プーリを露出
させてもよい。
【００１６】
　上記構成によれば、親扉が、第１突出位置にあるとき、第２プーリは、開口領域から露
出することができるので、作業者は、伝達機構を、容易に修繕及び／又は点検することは
できる。
【００１７】
　前記子扉の変位軌道は、前記親扉の変位軌道よりも前記軌道空間から離れていてもよい
。
【００１８】
　上記構成によれば、子扉の変位軌道は、親扉の変位軌道よりも軌道空間から離れている
ので、プラットホームドアは、プラットホーム上の乗客を軌道空間から離間させることが
できる。
【００１９】
　上記構成において、前記戸袋体は、（ｉ）前記第１扉及び前記第２扉が収容される第１
収容空間を規定する主筐体部と、（ｉｉ）前記駆動機構を制御する制御部が収容される第
２収容空間を、前記主筐体部と協働して規定する蓋部と、（ｉｉｉ）前記第１収容空間を
閉じる閉位置と、前記第１収容空間を露出させる開位置と、の間で変位する扉体と、（ｉ
ｖ）前記扉体を前記閉位置において前記主筐体部に固定する鍵部と、（ｖ）前記第１収容
空間内で、前記蓋部を前記主筐体部に接続させる接続機構と、を含んでもよい。前記接続
機構は、（ａ）前記蓋部に取り付けられた第１フックと、（ｂ）前記第１フックに係合す
る第２フックと、（ｃ）前記第１フックに係合した第２フックを弾性的に変形させるロッ
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ク位置と、前記第２フックの弾性変形を解除する解除位置と、の間で手動式に変位される
レバーと、を含んでもよい。
【００２０】
　上記構成によれば、鍵部は、扉体を閉位置において主筐体部に固定するので、接続機構
は、不必要に操作されない。作業者は、鍵部を操作し、扉体と主筐体との間の固定を解除
することができる。その後、作業者は、レバーを操作し、第１フックと第２フックとの間
の係合を弱めることができるので、作業者は、鍵を用いることなく、第２収容空間を開放
することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　上述のプラットホームドアは、駆動力を、駆動源から扉体へ効率的に伝達する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第１実施形態のプラットホームドアの概念的な横断面図である。
【図２】第２実施形態のプラットホームドアの概念的な横断面図である。
【図３】図２に示されるプラットホームドアの第１伝達機構の概略的な正面図である。
【図４】図２に示されるプラットホームドアの他のもう１つの概念的な横断面図である。
【図５】図２に示されるプラットホームドアの第２伝達機構の概略的な正面図である。
【図６】第３実施形態のプラットホームドアの概念的な横断面図である。
【図７】図６に示されるプラットホームドアの概念的な横断面図である。
【図８】第４実施形態のプラットホームドアの概略的な正面図である。
【図９】図８に示されるプラットホームドアの概略的な横断面図である（第５実施形態）
。
【図１０】図８に示されるプラットホームドアの概略的な縦断面図である。
【図１１】図８に示されるプラットホームドアの概略的な正面図である。
【図１２】図８に示されるプラットホームドアの概略的な横断面図である（第６実施形態
）。
【図１３】図８に示されるプラットホームドアの戸袋体の概略的な縦断面図である（第７
実施形態）。
【図１４】図８に示されるプラットホームドアの接続機構の概略的な拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　添付の図面を参照して、プラットホームドアの様々な実施形態が説明される。「前」、
「奥」、「左」、「右」、「上」及び「下」といった方向を表す用語は、プラットホーム
ドアに対向してプラットホームに立つ乗客を基準に用いられている。しかしながら、これ
らの用語は、説明の明瞭化のみを目的とし、以下の実施形態の原理を限定しない。
【００２４】
　＜第１実施形態＞
　図１は、第１実施形態のプラットホームドア１００の概念的な横断面図である。図１を
参照して、プラットホームドア１００が説明される。図１に示される実線は、力の伝達を
表す。図１に示される点線は、プラットホームドア１００の運動を表す。
【００２５】
　図１は、軌道空間と、プラットホーム空間と、を示す。列車（図示せず）は、軌道空間
を通過する。プラットホーム空間は、プラットホームＰＬＦ上の空間である。図１は、軌
道空間とプラットホーム空間との境界を規定するプラットホームＰＬＦの縁部ＥＤＧを示
す。縁部ＥＤＧは、列車の走行方向に延びる。プラットホームドア１００は、縁部ＥＤＧ
の近くに配置され、軌道空間をプラットホーム空間から仕切る。この結果、プラットホー
ムドア１００は、プラットホームＰＬＦ上の乗客を列車から保護することができる。
【００２６】
　プラットホームドア１００は、戸袋体２００と、前扉３００と、奥扉４００と、駆動機



(9) JP 6517543 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

構５００と、を備える。戸袋体２００は、プラットホームＰＬＦに設置される。駆動機構
５００は、前扉３００と奥扉４００とを駆動する。図１に示される前扉３００及び奥扉４
００は、戸袋体２００内に収容されている。奥扉４００は、戸袋体２００内において、前
扉３００と軌道空間との間に位置する。駆動機構５００は、前扉３００と奥扉４００とを
駆動し、前扉３００を右方へ変位させ、且つ、奥扉４００を左方に変位させる。このとき
、前扉３００は、戸袋体２００から右方に突出し、且つ、奥扉４００は、戸袋体２００か
ら左方に突出する。本実施形態において、第１扉は、前扉３００によって例示される。第
２扉は、奥扉４００によって例示される。
【００２７】
　駆動機構５００は、駆動源５１０と、伝達機構５２０と、を含む。駆動源５１０は、駆
動力を発生させる。駆動力は、駆動源５１０から伝達機構５２０へ伝達される。伝達機構
５２０は、駆動力を、前扉３００と奥扉４００とへ伝達する。
【００２８】
　駆動源５１０は、モータや、駆動力を発生させることができる他の装置であってもよい
。本実施形態の原理は、駆動源５１０として用いられる特定の装置に限定されない。
【００２９】
　伝達機構５２０は、戸袋体２００内の前扉３００と奥扉４００との間に配置される。し
たがって、伝達機構５２０と前扉３００との間の距離及び伝達機構５２０と奥扉４００と
の間の距離はともに短くなる。したがって、駆動力は、駆動源５１０から前扉３００及び
奥扉４００へ効率的に伝達される。
【００３０】
　プラットホームドア１００を設計する設計者は、伝達機構５２０に様々な構造を与える
ことができる。伝達機構５２０は、プーリとベルトとの組み合わせであってもよい。代替
的に、伝達機構５２０は、ラックとピニオンとの組み合わせであってもよい。更に代替的
に、伝達機構５２０は、前扉３００及び奥扉４００を駆動することができる他の構造であ
ってもよい。本実施形態の原理は、伝達機構５２０の特定の構造に限定されない。
【００３１】
　＜第２実施形態＞
　設計者は、プーリとベルトを用いて、伝達機構を設計してもよい。第２実施形態におい
て、プーリ及びベルトの組み合わせによって駆動される前扉及び奥扉を備えるプラットホ
ームドアが説明される。
【００３２】
　図２は、第２実施形態のプラットホームドア１００Ａの概念的な横断面図である。第１
実施形態及び第２実施形態の間で共通して用いられる符号は、当該共通の符号が付された
要素が、第１実施形態と同一の機能を有することを意味する。したがって、第１実施形態
の説明は、これらの要素に援用される。図１及び図２を参照して、プラットホームドア１
００Ａが説明される。
【００３３】
　第１実施形態と同様に、プラットホームドア１００Ａは、前扉３００と、奥扉４００と
、を備える。第１実施形態の説明は、これらの要素に援用される。
【００３４】
　プラットホームドア１００Ａは、戸袋体２００Ａと、第１駆動機構５０１と、を更に備
える。戸袋体２００Ａは、図１を参照して説明された戸袋体２００に対応する。戸袋体２
００に関する説明は、戸袋体２００Ａに援用される。
【００３５】
　戸袋体２００Ａは、主筐体２１０と、ブラケット２２１と、を含む。主筐体２１０は、
前壁２１１と、奥壁２１２と、左壁２１３と、右壁２１４と、を含む。前壁２１１は、プ
ラットホーム空間と前扉３００との間で立設される。奥壁２１２は、前壁２１１と軌道空
間との間で立設される。左壁２１３は、前壁２１１の左縁と奥壁２１２の左縁との間で立
設される。右壁２１４は、前壁２１１の右縁と奥壁２１２の右縁との間で立設される。ブ
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ラケット２２１は、右壁２１４の内面に固定される。主筐体２１０は、前扉３００、奥扉
４００及び第１駆動機構５０１が収容される収容空間２１５を規定する。本実施形態にお
いて、主筐体部は、主筐体２１０によって例示される。第１収容空間は、収容空間２１５
によって例示される。
【００３６】
　第１駆動機構５０１は、前扉３００を駆動する。第１駆動機構５０１は、第１モータ５
１１と、第１伝達機構５３０と、を含む。第１モータ５１１は、左壁２１３の隣で固定さ
れる。第１モータ５１１は、前扉３００を駆動するための駆動力を発生させる。第１伝達
機構５３０は、プーリ５３１，５３２と、ベルト５３３と、第１クランプ部材５３４と、
を含む。プーリ５３１は、第１モータ５１１に取り付けられる。プーリ５３２は、ブラケ
ット２２１に取り付けられる。ベルト５３３は、プーリ５３１，５３２に掛け回される。
第１モータ５１１は、プーリ５３１を回転させる。この結果、ベルト５３３に連結された
プーリ５３２は、プーリ５３１に連動して回転する。ベルト５３３は、プーリ５３１，５
３２周りを周回する。プーリ５３１，５３２の回転軸は、水平に設定される。したがって
、前扉３００と奥扉４００との間の空隙は、狭くてもよい。本実施形態において、モータ
は、第１モータ５１１によって例示される。伝達機構は、第１伝達機構５３０によって例
示される。第２プーリは、プーリ５３２によって例示される。第２ベルトは、ベルト５３
３によって例示される。
【００３７】
　前扉３００は、前面３０１と、背面３０２と、を含む。前面３０１は、前壁２１１に対
向する。前面３０１とは反対側の背面３０２は、奥扉４００に対向する。第１クランプ部
材５３４は、背面３０２に取り付けられる。
【００３８】
　図３は、第１伝達機構５３０の概略的な正面図である。図２及び図３を参照して、第１
伝達機構５３０が説明される。
【００３９】
　ベルト５３３は、上帯部５３５と下帯部５３６とを含む。上帯部５３５は、プーリ５３
１，５３２間で略水平に延びる。下帯部５３６は、上帯部５３５の下方において、プーリ
５３１，５３２間で略水平に延びる。第１クランプ部材５３４は、上帯部５３５を掴む。
この結果、駆動力は、第１モータ５１１（図２を参照）から前扉３００へ伝達される。
【００４０】
　図４は、プラットホームドア１００Ａの他のもう１つの概念的な横断面図である。図２
及び図４を参照して、プラットホームドア１００Ａが説明される。
【００４１】
　プラットホームドア１００Ａは、第２駆動機構５０２を更に備える。戸袋体２００Ａは
、ブラケット２２２を含む。第２駆動機構５０２及びブラケット２２２は、収容空間２１
５内に配置される。ブラケット２２２は、図２を参照して説明されたブラケット２２１の
上方に配置される。
【００４２】
　第２駆動機構５０２は、奥扉４００を駆動する。第２駆動機構５０２は、第２モータ５
１２と、第２伝達機構５４０と、を含む。第２モータ５１２は、第１モータ５１１の上方
において、左壁２１３の隣で固定される。したがって、第２モータ５１２は、第１モータ
５１１に上下に重なる。第２モータ５１２は、奥扉４００を駆動するための駆動力を発生
させる。第２伝達機構５４０は、第１伝達機構５３０の上方で構築される。したがって、
第２伝達機構５４０は、第１伝達機構５３０に上下に重なる。第２伝達機構５４０は、プ
ーリ５４１，５４２と、ベルト５４３と、第２クランプ部材５４４と、を含む。プーリ５
４１は、第２モータ５１２に取り付けられる。プーリ５４２は、ブラケット２２２に取り
付けられる。ベルト５４３は、プーリ５４１，５４２に掛け回される。第２モータ５１２
は、プーリ５４１を回転させる。この結果、ベルト５４３に連結されたプーリ５４２は、
プーリ５４１に連動して回転する。ベルト５４３は、プーリ５４１，５４２周りを周回す
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る。プーリ５４１，５４２の回転軸は、水平に設定される。したがって、前扉３００と奥
扉４００との間の空隙は、狭くてもよい。
【００４３】
　奥扉４００は、前面４０１と、背面４０２と、を含む。背面４０２は、奥壁２１２に対
向する。背面４０２とは反対側の前面４０１は、前扉３００に対向する。第２クランプ部
材５４４は、前面４０１に取り付けられる。
【００４４】
　図５は、第２伝達機構５４０の概略的な正面図である。図１、図２、図４及び図５を参
照して、第２伝達機構５４０が説明される。
【００４５】
　ベルト５４３は、上帯部５４５と下帯部５４６とを含む。上帯部５４５は、プーリ５４
１，５４２間で略水平に延びる。下帯部５４６は、上帯部５４５の下方において、プーリ
５４１，５４２間で略水平に延びる。第２クランプ部材５４４は、上帯部５４５を掴む。
この結果、駆動力は、第２モータ５１２（図４を参照）から奥扉４００へ伝達される。
【００４６】
　第１モータ５１１及び第２モータ５１２の組は、図１を参照して説明された駆動源５１
０に対応する。第１伝達機構５３０（図２を参照）及び第２伝達機構５４０の組は、図１
を参照して説明された伝達機構５２０に対応する。本実施形態において、２つのモータ（
第１モータ５１１０及び第２モータ５１２）が用いられている。代替的に、１つのモータ
によって、前扉及び奥扉が駆動されてもよい。たとえば、前扉及び奥扉のうち一方が、ベ
ルトの上帯部に接続され、前扉及び奥扉のうち他方が、ベルトの下帯部に接続されるなら
ば、前扉及び奥扉は、当該ベルトを駆動する単一のモータによって変位される。
【００４７】
　＜第３実施形態＞
　プラットホームドアを設計する設計者は、前扉及び／又は奥扉を、複数の扉体を用いて
形成してもよい。複数の扉体が摺動可能に接続されるならば、前扉及び／又は奥扉は、小
さな戸袋体から大きく突出することができる。第３実施形態において、相対的に摺動可能
な扉体を備えるプラットホームドアが説明される。
【００４８】
　図６は、第３実施形態のプラットホームドア１００Ｂの概念的な横断面図である。第２
実施形態及び第３実施形態の間で共通して用いられる符号は、当該共通の符号が付された
要素が、第２実施形態と同一の機能を有することを意味する。したがって、第２実施形態
の説明は、これらの要素に援用される。図２、図４及び図６を参照して、プラットホーム
ドア１００Ｂが説明される。
【００４９】
　第２実施形態と同様に、プラットホームドア１００Ｂは、戸袋体２００Ａと、第１駆動
機構５０１と、第２駆動機構５０２と、を備える。第２実施形態の説明は、これらの要素
に援用される。
【００５０】
　プラットホームドア１００Ｂは、前扉３００Ｂと奥扉４００Ｂとを更に備える。前扉３
００Ｂは、図４を参照して説明された前扉３００に対応する。前扉３００に関する説明は
、前扉３００Ｂに援用される。奥扉４００Ｂは、図４を参照して説明された奥扉４００に
対応する。奥扉４００に関する説明は、奥扉４００Ｂに援用される。
【００５１】
　前扉３００Ｂは、親扉３１０と、子扉３２０と、第１連結機構３３０と、を含む。図６
に示される如く、親扉３１０が、戸袋体２００Ａ内に収容されているとき、子扉３２０は
、親扉３１０内に収容される。
【００５２】
　親扉３１０は、背壁３１１と、前壁３１２と、を含む。背壁３１１は、外背面３９１と
内前面３９２とを含む。第１駆動機構５０１の第１クランプ部材５３４は、外背面３９１
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に取り付けられる。外背面３９１は、図２を参照して説明された背面３０２に対応する。
背面３０２に関する説明は、外背面３９１に援用される。外背面３９１とは反対側の内前
面３９２は、子扉３２０に対向する。第１連結機構３３０は、内前面３９２と子扉３２０
との間で構築される。したがって、子扉３２０の変位軌道は、親扉３１０の変位軌道より
も軌道空間から離れることになる。前壁３１２は、外前面３９６と内背面３９７とを含む
。外前面３９６は、戸袋体２００Ａの前壁２１１に対向する。外前面３９６とは反対側の
内背面３９７は、親扉３１０内の子扉３２０に対向する。本実施形態において、第１面は
、外背面３９１によって例示される。第２面は、内前面３９２によって例示される。壁部
は、背壁３１１によって例示される。
【００５３】
　奥扉４００Ｂは、親扉４１０と、子扉４２０と、第２連結機構４３０と、を含む。親扉
４１０が、戸袋体２００Ａ内に収容されているとき、子扉４２０は、親扉４１０内に収容
される。
【００５４】
　親扉４１０は、背壁４１１と、前壁４１２と、を含む。背壁４１１は、外背面４９３と
内前面４９４とを含む。外背面４９３は、戸袋体２００Ａの奥壁２１２に対向する。外背
面４９３とは反対側の内前面４９４は、子扉４２０に対向する。第２連結機構４３０は、
内前面４９４と子扉４２０との間で構築される。したがって、子扉４２０の変位軌道は、
親扉４１０の変位軌道よりも軌道空間から離れることになる。前壁４１２は、外前面４９
６と内背面４９７とを含む。第２駆動機構５０２の第２クランプ部材５４４は、外前面４
９６に取り付けられる。外前面４９６は、図４を参照して説明された前面４０１に対応す
る。前面４０１に関する説明は、外背面４９３に援用される。内背面４９７は、親扉４１
０内の子扉４２０に対向する。
【００５５】
　図７は、プラットホームドア１００Ｂの概念的な横断面図である。図６及び図７を参照
して、プラットホームドア１００Ｂが説明される。
【００５６】
　第１駆動機構５０１は、前扉３００Ｂを駆動し、前扉３００Ｂを右方へ変位させる。こ
の結果、親扉３１０は、戸袋体２００Ａから右方に突出する。第１連結機構３３０は、子
扉３２０を親扉３１０に対して摺動可能に連結する。子扉３２０は、親扉３１０の右方へ
の変位に同期して、親扉３１０に対して相対的に右方に変位する。この結果、子扉３２０
は、親扉３１０から右方に突出する。第１連結機構３３０は、レールとスライダとの組み
合わせであってもよい。代替的に、第１連結機構３３０は、ロッドとスライド軸受との組
み合わせであってもよい。更に代替的に、第１連結機構３３０は、親扉３１０に対する相
対的且つ直線的な子扉３２０の変位を可能にする他の構造であってもよい。本実施形態の
原理は、第１連結機構３３０の特定の構造に限定されない。
【００５７】
　本実施形態において、第１収容位置は、図６に示される親扉３１０の位置によって例示
される。第１突出位置は、図７に示される親扉３１０の位置によって例示される。第２収
容位置は、図６に示される子扉３２０の位置によって例示される。第２収容位置は、図７
に示される子扉３２０の位置によって例示される。連結機構は、第１連結機構３３０によ
って例示される。
【００５８】
　第２駆動機構５０２は、奥扉４００Ｂを駆動し、奥扉４００Ｂを左方へ変位させる。こ
の結果、親扉４１０は、戸袋体２００Ａから左方に突出する。第２連結機構４３０は、子
扉４２０を親扉４１０に対して摺動可能に連結する。子扉４２０は、親扉４１０の左方へ
の変位に同期して、親扉４１０に対して相対的に左方に変位する。この結果、子扉４２０
は、親扉４１０から左方に突出する。第２連結機構４３０は、レールとスライダとの組み
合わせであってもよい。代替的に、第２連結機構４３０は、ロッドとスライド軸受との組
み合わせであってもよい。更に代替的に、第２連結機構４３０は、親扉４１０に対する相
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対的且つ直線的な子扉４２０の変位を可能にする他の構造であってもよい。本実施形態の
原理は、第２連結機構４３０の特定の構造に限定されない。
【００５９】
　＜第４実施形態＞
　設計者は、第３実施形態に関連して説明された設計原理にしたがって、様々なプラット
ホームドアを設計することができる。第４実施形態において、例示的なプラットホームド
アが説明される。
【００６０】
　図８は、第４実施形態のプラットホームドア１００Ｃの概略的な正面図である。図１、
図６及び図８を参照して、プラットホームドア１００Ｃが説明される。
【００６１】
　プラットホームドア１００Ｃは、戸袋体２００Ｃと、前扉３００Ｃと、奥扉４００Ｃと
、第１駆動機構５０１Ｃと、第２駆動機構５０２Ｃと、を備える。戸袋体２００Ｃは、奥
壁２１２Ｃと、左壁２１３Ｃと、右壁２１４Ｃと、を含む。奥壁２１２Ｃは、奥扉４００
Ｃと軌道空間との間で立設される。左壁２１３Ｃは、奥壁２１２Ｃの左縁に沿って立設さ
れる。右壁２１４Ｃは、奥壁２１２Ｃの右縁に沿って立設される。奥壁２１２Ｃ、左壁２
１３Ｃ及び右壁２１４Ｃは、前扉３００Ｃ及び奥扉４００Ｃが収容される収容空間２１５
Ｃを規定する。戸袋体２００Ｃは、図６を参照して説明された戸袋体２００Ａに対応する
。前扉３００Ｃは、図６を参照して説明された前扉３００Ｂに対応する。奥扉４００Ｃは
、図６を参照して説明された奥扉４００Ｂに対応する。
【００６２】
　図８に示される如く、前扉３００Ｃは、右壁２１４Ｃから右方に突出することができる
。前扉３００Ｃは、右壁２１４Ｃを通じて、戸袋体２００Ｃ内に収容されることもできる
。
【００６３】
　図８に示される如く、奥扉４００Ｃは、左壁２１３Ｃから左方に突出することができる
。奥扉４００Ｃは、左壁２１３Ｃを通じて、戸袋体２００Ｃ内に収容されることもできる
。
【００６４】
　第１駆動機構５０１Ｃは、第１モータ５１１Ｃと、プーリ５３１Ｃ，５３２Ｃと、ベル
ト５３３Ｃと、第１クランプ部材５３４Ｃと、を含む。第１モータ５１１Ｃは、左壁２１
３Ｃに固定される。第１モータ５１１Ｃの回転軸は、略水平に設定される。第１モータ５
１１Ｃは、前扉３００Ｃの変位軌道上に位置するが、第１モータ５１１Ｃは、左壁２１３
Ｃに固定されるので、前扉３００Ｃが戸袋体２００Ｃ内に完全に収容されたときにおいて
も、前扉３００Ｃは、第１モータ５１１Ｃに衝突しない。プーリ５３１Ｃは、第１モータ
５１１Ｃに取り付けられる。プーリ５３２Ｃは、右壁２１４Ｃに取り付けられる。プーリ
５３２Ｃは、ベルト５３３Ｃの張力を調整する機能を有してもよい。ベルト５３３Ｃは、
プーリ５３１Ｃ，５３２Ｃに掛け回される。プーリ５３１Ｃ，５３２Ｃ及びベルト５３３
Ｃは、前扉３００Ｃと奥扉４００Ｃとの間に配置される。第１クランプ部材５３４Ｃは、
前扉３００Ｃに固定される。第１クランプ部材５３４Ｃは、ベルト５３３Ｃを掴む。
【００６５】
　第１モータ５１１Ｃは、プーリ５３１Ｃを回転させる。プーリ５３２Ｃは、プーリ５３
１Ｃの回転に追随して回転する。ベルト５３３Ｃは、プーリ５３１Ｃ，５３２Ｃ周りを周
回する。第１クランプ部材５３４Ｃは、前扉３００Ｃに取り付けられているので、前扉３
００Ｃは、ベルト５３３Ｃの周回に応じて、移動することができる。前扉３００Ｃの移動
方向は、第１モータ５１１Ｃの回転方向に依存する。
【００６６】
　第２駆動機構５０２Ｃは、第２モータ５１２Ｃと、プーリ５４１Ｃ，５４２Ｃと、ベル
ト５４３Ｃと、第２クランプ部材５４４Ｃと、を含む。第２モータ５１２Ｃは、左壁２１
３Ｃに固定される。第２モータ５１２Ｃの回転軸は、略水平に設定される。第２モータ５
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１２Ｃは、前扉３００Ｃの変位軌道上に位置するが、第２モータ５１２Ｃは、左壁２１３
Ｃに固定されるので、前扉３００Ｃが戸袋体２００Ｃ内に完全に収容されたときにおいて
も、前扉３００Ｃは、第２モータ５１２Ｃに衝突しない。プーリ５４１Ｃは、第２モータ
５１２Ｃに取り付けられる。プーリ５４２Ｃは、右壁２１４Ｃに取り付けられる。プーリ
５４２Ｃは、ベルト５４３Ｃの張力を調整する機能を有してもよい。ベルト５４３Ｃは、
プーリ５４１Ｃ，５４２Ｃに掛け回される。プーリ５４１Ｃ，５４２Ｃ及びベルト５４３
Ｃは、前扉３００Ｃと奥扉４００Ｃとの間に配置される。第２クランプ部材５４４Ｃは、
奥扉４００Ｃに固定される。第２クランプ部材５４４Ｃは、ベルト５４３Ｃを掴む。
【００６７】
　第２モータ５１２Ｃは、プーリ５４１Ｃを回転させる。プーリ５４２Ｃは、プーリ５４
１Ｃの回転に追随して回転する。ベルト５４３Ｃは、プーリ５４１Ｃ，５４２Ｃ周りを周
回する。第２クランプ部材５４４Ｃは、奥扉４００Ｃに取り付けられているので、奥扉４
００Ｃは、ベルト５４３Ｃの周回に応じて、移動することができる。奥扉４００Ｃの移動
方向は、第２モータ５１２Ｃの回転方向に依存する。
【００６８】
　第１モータ５１１Ｃ及び第２モータ５１２Ｃは、図１を参照して説明された駆動源５１
０に対応する。プーリ５３１Ｃ，５３２Ｃ，５４１Ｃ，５４２Ｃと、ベルト５３３Ｃ，５
４３Ｃと、第１クランプ部材５３４Ｃ及び第２クランプ部材５４４Ｃは、図１を参照して
説明された伝達機構５２０に対応する。
【００６９】
　前扉３００Ｃは、親扉３１０Ｃと、子扉３２０Ｃと、第１連結機構３３０Ｃと、を含む
。親扉３１０Ｃは、背壁３１１Ｃと、上縁壁３１３と、下縁壁３１４と、右縁壁３１５と
、を含む。背壁３１１Ｃは、図６を参照して説明された背壁３１１に対応する。背壁３１
１に関する説明は、背壁３１１Ｃに援用される。
【００７０】
　上縁壁３１３は、背壁３１１Ｃの上縁に沿って、略水平に延びる。下縁壁３１４は、上
縁壁３１３の下方で、背壁３１１Ｃの下縁に沿って略水平に延びる。右縁壁３１５は、背
壁３１１Ｃの右縁に沿って略垂直に延びる。上縁壁３１３、下縁壁３１４及び右縁壁３１
５は、背壁３１１Ｃからプラットホーム空間に向けて突出する。背壁３１１Ｃ、上縁壁３
１３、下縁壁３１４及び右縁壁３１５は、子扉３２０Ｃが収容される空間を規定する。
【００７１】
　第１連結機構３３０Ｃは、上レール３３１と、下レール３３２と、上スライダ３３３と
、下スライダ３３４と、を含む。上レール３３１及び下レール３３２は、親扉３１０Ｃの
背壁３１１Ｃに固定される。上レール３３１は、上縁壁３１３の近くで、略水平に延びる
。下レール３３２は、下縁壁３１４の近くで、略水平に延びる。図８に示される如く、子
扉３２０Ｃは、左縁３２１と、上耳部３２２と、下耳部３２３と、を含む。垂直方向に延
びる左縁３２１は、親扉３１０Ｃ内に常に収容されている。上耳部３２２は、左縁３２１
から左方に突出する。下耳部３２２は、上耳部３２２の下方で、左縁３２１から左方に突
出する。上スライダ３３３は、上レール３３１に接続される。下スライダ３３４は、下レ
ール３３２に接続される。上スライダ３３３は、上耳部３２２に取り付けられる。下スラ
イダ３３４は、下耳部３２３に取り付けられる。したがって、子扉３２０Ｃは、親扉３１
０Ｃに対して略水平方向に相対的に変位することができる。第１連結機構３３０Ｃは、図
６を参照して説明された第１連結機構３３０に対応する。
【００７２】
　奥扉４００Ｃは、親扉４１０Ｃと、子扉４２０Ｃと、第２連結機構４３０Ｃと、を含む
。親扉４１０Ｃは、背壁４１１Ｃと、上縁壁４１３と、下縁壁４１４と、左縁壁４１５と
、を含む。背壁４１１Ｃは、子扉４２０Ｃと奥壁２１２Ｃとの間で立設される。上縁壁４
１３は、背壁４１１Ｃの上縁に沿って、略水平に延びる。下縁壁４１４は、上縁壁４１３
の下方で、背壁４１１Ｃの下縁に沿って略水平に延びる。左縁壁４１５は、背壁４１１Ｃ
の左縁に沿って略垂直に延びる。上縁壁４１３、下縁壁４１４及び左縁壁４１５は、背壁
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４１１Ｃからプラットホーム空間に向けて突出する。背壁４１１Ｃ、上縁壁４１３、下縁
壁４１４及び左縁壁４１５は、子扉４２０Ｃが収容される空間を規定する。
【００７３】
　第２連結機構４３０Ｃは、上レール４３１と、下レール４３２と、上スライダ４３３と
、下スライダ４３４と、を含む。上レール４３１及び下レール４３２は、背壁４１１Ｃに
固定される。上レール４３１は、上縁壁４１３の近くで、略水平に延びる。下レール４３
２は、下縁壁４１４の近くで、略水平に延びる。図８に示される如く、子扉４２０Ｃは、
右縁４２１と、上耳部４２２と、下耳部４２３と、を含む。垂直方向に延びる右縁４２１
は、親扉４１０Ｃ内に常に収容されている。上耳部４２２は、右縁４２１から右方に突出
する。下耳部３２２は、上耳部３２２の下方で、右縁４２１から右方に突出する。上スラ
イダ４３３は、上レール４３１に接続される。下スライダ４３４は、下レール４３２に接
続される。上スライダ４３３は、上耳部４２２に接続される。下スライダ４３４は、下耳
部４２３に接続される。したがって、子扉４２０Ｃは、親扉４１０Ｃに対して略水平方向
に相対的に変位することができる。第２連結機構４３０Ｃは、図６を参照して説明された
第２連結機構４３０に対応する。
【００７４】
　＜第５実施形態＞
　プラットホームドアは、プラットホーム上で固定されるので、プラットホームドアを点
検又は修繕するために与えられる時間は、非常に短い。したがって、設計者は、点検や修
繕といった作業の期間を短縮化するための構造を、プラットホームドアに組み込んでもよ
い。第５実施形態において、点検や修繕といった作業の期間を短縮化するための技術が説
明される。
【００７５】
　図９は、プラットホームドア１００Ｃの概略的な横断面図である。第４実施形態及び第
５実施形態の間で共通して用いられる符号は、当該共通の符号が付された要素が、第４実
施形態と同一の機能を有することを意味する。したがって、第４実施形態の説明は、これ
らの要素に援用される。図８及び図９を参照して、プラットホームドア１００Ｃが説明さ
れる。
【００７６】
　図９に示される如く、戸袋体２００Ｃは、回動式の扉体２１６，２１７を含む。扉体２
１６は、戸袋体２００Ｃの左壁２１３Ｃに取り付けられる。扉体２１７は、戸袋体２００
Ｃの右壁２１４Ｃに取り付けられる。扉体２１６，２１７それぞれは、閉位置と開位置の
間で回動する。扉体２１６，２１７がともに、閉位置にあるとき、扉体２１６，２１７は
、奥壁２１２Ｃ、左壁２１３Ｃ及び右壁２１４Ｃと協働して、収容空間２１５Ｃを閉塞す
る。したがって、扉体２１６，２１７は、プラットホーム空間内の乗客から収容空間２１
５Ｃを隔離することができる。扉体２１６，２１７が開位置にあるとき、収容空間２１５
Ｃは、開放される。本実施形態において、第１収容空間は、収容空間２１５Ｃによって例
示される。
【００７７】
　扉体２１６が、開位置へ回動されると、第１モータ５１１Ｃ及び第２モータ５１２Ｃは
、露出する。したがって、作業者は、扉体２１６を開き、第１モータ５１１Ｃ及び第２モ
ータ５１２Ｃに容易にアクセスすることができる。したがって、第１モータ５１１Ｃ及び
第２モータ５１２Ｃの点検、修繕及び／又は交換にかかる時間は短くなる。
【００７８】
　前扉３００Ｃの親扉３１０Ｃは、第１領域と、第２領域と、に概念的に区分される。第
１領域は、親扉３１０Ｃが、戸袋体２００Ｃから突出しているとき、戸袋体２００Ｃ内に
留まる領域として定義されてもよい。第１領域の隣の第２領域は、親扉３１０Ｃが、戸袋
体２００Ｃから突出しているとき、戸袋体２００Ｃから露出する領域として定義されても
よい。
【００７９】
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　図１０は、プラットホームドア１００Ｃの概略的な縦断面図である。図８乃至図１０を
参照してプラットホームドア１００Ｃが更に説明される。
【００８０】
　図１０に示される如く、戸袋体２００Ｃは、支持壁２１８と、主レール２３１，２３２
と、を含む。支持壁２１８は、奥壁２１２Ｃの下縁に沿って、左壁２１３Ｃと右壁２１４
Ｃとの間で延びる。支持壁２１８は、奥壁２１２Ｃからプラットホーム空間に向けて突出
する。主レール２３１，２３２は、支持壁２１８に固定される。主レール２３１，２３２
は、左壁２１３Ｃと右壁２１４Ｃとの間で延びる。主レール２３２は、主レール２３１と
奥壁２１２Ｃとの間に配置される。
【００８１】
　図８に示される如く、前扉３００Ｃの親扉３１０Ｃは、スライダ３４１，３４２を含む
。スライダ３４１，３４２は、主レール２３１と接続される。したがって、前扉３００Ｃ
は、主レール２３１に沿って変位可能である。スライダ３４１，３４２は、第１領域に配
置される。したがって、戸袋体２００Ｃは、大きく突出した前扉３００Ｃを適切に保持す
ることができる。
【００８２】
　図１０に示される如く、子扉３２０Ｃの中心線は、主レール２３１の中心線よりも軌道
空間から離れている。したがって、プラットホームドア１００Ｃは、プラットホーム空間
内の乗客を軌道空間から離れた位置に留めることができる。
【００８３】
　図８に示される如く、奥扉４００Ｃの親扉４１０Ｃは、スライダ４４１，４４２を含む
。スライダ４４１，４４２は、主レール２３２と接続される。したがって、奥扉４００Ｃ
は、主レール２３２に沿って変位可能である。奥扉４００Ｃが戸袋体２００Ｃから大きく
突出したとき、スライダ４４１，４４２は、戸袋体２００Ｃ内に留まる。したがって、戸
袋体２００Ｃは、大きく突出した奥扉４００Ｃを適切に保持することができる。
【００８４】
　図９に示される如く、前扉３００Ｃが、戸袋体２００Ｃから大きく突出したときも、親
扉３１０Ｃの背壁３１１Ｃは、第１領域において、プーリ５３２Ｃ，５４２Ｃの前に存在
する。
【００８５】
　図８に示される如く、背壁３１１Ｃには、第１領域において、開口部３１６，３１７が
形成される。前扉３００Ｃが、戸袋体２００Ｃから大きく突出したとき、開口部３１６は
、下側のプーリ５３２Ｃに前後に重なる。前扉３００Ｃが、戸袋体２００Ｃから大きく突
出したとき、開口部３１７は、上側のプーリ５４２Ｃに前後に重なる。プーリ５３２Ｃ，
５４２Ｃは、開口部３１６，３１７からそれぞれ露出するので、作業者は、開口部３１６
，３１７を通じて、プーリ５３２Ｃ，５４２Ｃに容易にアクセスすることができる。した
がって、ベルト５３３Ｃ，５４３Ｃ及びプーリ５３２Ｃ，５４２Ｃの点検、修繕及び／又
は交換にかかる時間は短くなる。本実施形態において、開口領域は、略矩形状の開口部３
１６によって例示される。代替的に、開口領域は、他の形状を有してもよい。本実施形態
の原理は、開口領域の特定の形状に限定されない。
【００８６】
　図１１は、プラットホームドア１００Ｃの概略的な正面図である。図９及び図１１を参
照して、プラットホームドア１００Ｃが更に説明される。
【００８７】
　プラットホームドア１００Ｃは、カバープレート６１０，６２０を更に備える。カバー
プレート６１０は、前扉３００Ｃの親扉３１０Ｃに取り付けられ、第２領域を全体的に覆
う。したがって、カバープレート６１０は、プラットホーム空間内の乗客から、第１連結
機構３３０Ｃを隔離することができる。作業者は、カバープレート６１０を親扉３１０Ｃ
から取り外し、第１連結機構３３０Ｃに容易にアクセスすることができる。したがって、
第１連結機構３３０Ｃの点検、修繕及び／又は交換にかかる時間は短くなる。
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【００８８】
　カバープレート６２０は、奥扉４００Ｃの親扉４１０Ｃに取り付けられ、戸袋体２００
Ｃから露出した第２連結機構４３０Ｃを全体的に覆う。したがって、カバープレート６２
０は、プラットホーム空間内の乗客から、第２連結機構４３０Ｃを隔離することができる
。作業者は、カバープレート６２０を親扉４１０Ｃから取り外し、第２連結機構４３０Ｃ
に容易にアクセスすることができる。したがって、第２連結機構４３０Ｃの点検、修繕及
び／又は交換にかかる時間は短くなる。
【００８９】
　＜第６実施形態＞
　第３実施形態に関連して説明されたように、子扉は、親扉に連動して、変位する。した
がって、伝達機構は、子扉を親扉に連動させる連動機構を有してもよい。設計者は、連動
機構に様々な構造を与えることができる。第６実施形態において、例示的な連動機構を備
えるプラットホームドアが説明される。
【００９０】
　図１２は、プラットホームドア１００Ｃの概略的な横断面図である。第５実施形態及び
第６実施形態の間で共通して用いられる符号は、当該共通の符号が付された要素が、第５
実施形態と同一の機能を有することを意味する。したがって、第５実施形態の説明は、こ
れらの要素に援用される。図１、図８、図１０及び図１２を参照して、プラットホームド
ア１００Ｃが説明される。
【００９１】
　プラットホームドア１００Ｃは、第１連動機構５５０と、第２連動機構５６０と、を含
む。第１連動機構５５０は、第１モータ５１１Ｃ（図８を参照）が発生させた駆動力を、
前扉３００Ｃの子扉３２０Ｃへ伝達する。この結果、子扉３２０Ｃの変位は、親扉３１０
Ｃの変位に連動することとなる。親扉３１０Ｃが、戸袋体２００Ｃ内に収容されると、子
扉３２０Ｃは、親扉３１０Ｃ内に収容される。親扉３１０Ｃが、戸袋体２００Ｃから突出
すると、子扉３２０Ｃは、親扉３１０Ｃから突出する。第２連動機構５６０は、第２モー
タ５１２Ｃ（図８を参照）が発生させた駆動力を、奥扉４００Ｃの子扉４２０Ｃへ伝達す
る。この結果、子扉４２０Ｃの変位は、親扉４１０Ｃの変位に連動することとなる。親扉
４１０Ｃが、戸袋体２００Ｃ内に収容されると、子扉４２０Ｃは、親扉４１０Ｃ内に収容
される。親扉４１０Ｃが、戸袋体２００Ｃから突出すると、子扉４２０Ｃは、親扉４１０
Ｃから突出する。第１連動機構５５０及び第２連動機構５６０それぞれは、図１を参照し
て説明された伝達機構５２０の一部を形成する。本実施形態において、連動機構は、第１
連動機構５５０によって例示される。
【００９２】
　図８に示される如く、第１連動機構５５０は、プーリ５５１，５５２と、ベルト５５３
と、第３クランプ部材５５４と、第４クランプ部材５５５と、を含む。図１２に示される
如く、親扉３１０Ｃの背壁３１１Ｃは、前面３１８と、前面３１８とは反対側の背面３１
９と、を含む。前面３１８は、第１領域において、閉位置にある扉体２１７に対向する。
プーリ５５１は、第２領域において、前面３１８に取り付けられる一方で、プーリ５５２
は、第１領域において、前面３１８に取り付けられる。プーリ５５１は、プーリ５５２と
略等しい高さ位置で固定される。本実施形態において、第２面は、前面３１８によって例
示される。第１プーリは、プーリ５５１，５５２のうち一方によって例示される。
【００９３】
　図８に示される如く、ベルト５５３は、プーリ５５１，５５２に掛け回される。ベルト
５５３は、上帯部５５６と、下帯部５５７と、を含む。上帯部５５６は、プーリ５５１，
５５２間で、略水平に延びる。下帯部５５７は、上帯部５５６の下方において、プーリ５
５１，５５２間で略水平に延びる。本実施形態において、第１ベルトは、ベルト５５３に
よって例示される。
【００９４】
　図８に示される如く、第３クランプ部材５５４は、子扉３２０Ｃの左縁３２１に固定さ
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れる。第３クランプ部材５５４は、左縁３２１から延び、上帯部５５６を掴む。
【００９５】
　図１２に示される如く、戸袋体２００Ｃは、右壁２１４Ｃに固定されたブラケット２４
１を含む。背壁３１１Ｃの背面３１９は、ブラケット２４１に対向する。図１０に示され
る如く、ブラケット２４１は、前扉３００Ｃと奥扉４００Ｃとの間に配置される。したが
って、第１駆動機構５０１Ｃ、第２駆動機構５０２Ｃ及びブラケット２４１は、垂直方向
に整列する。
【００９６】
　図８に示される如く、背壁３１１Ｃには、ブラケット２４１の若干上方の位置において
、略水平に延びるスロット３５１が形成される。図１０に示される如く、第４クランプ部
材５５５は、基部５５８と、クランプ片５５９と、を含む。基部５５８は、ブラケット２
４１に固定される。クランプ片５５９は、基部５５８から上方に延び、スロット３５１を
通じて、親扉３１０Ｃ内に挿入される。クランプ片５５９は、親扉３１０Ｃ内で、下帯部
５５７（図８を参照）を掴む。スロット３５１は、親扉３１０Ｃの変位方向に延びるので
、クランプ片５５９は、親扉３１０Ｃに干渉しない。
【００９７】
　図８に示される如く、第２連動機構５６０は、プーリ５６１，５６２と、ベルト５６３
と、第５クランプ部材５６４，５６５と、を含む。図１２に示される如く、親扉４１０Ｃ
の背壁４１１Ｃは、前面４１８と、前面４１８とは反対側の背面４１９と、を含む。前面
４１８は、閉位置にある扉体２１６に対向する。プーリ５６１，５６２は、前面４１８に
取り付けられる。奥扉４００Ｃが、戸袋体２００Ｃから大きく突出されたとき、プーリ５
６１は、戸袋体２００Ｃの外に配置される一方で、プーリ５６２は、戸袋体２００Ｃ内に
留まる。プーリ５６１は、プーリ５６２と略等しい高さ位置で固定される。
【００９８】
　図８に示される如く、ベルト５６３は、プーリ５６１，５６２に掛け回される。ベルト
５６３は、上帯部５６６と、下帯部５６７と、を含む。上帯部５６６は、プーリ５６１，
５６２間で、略水平に延びる。下帯部５６７は、上帯部５６６の下方において、プーリ５
６１，５６２間で略水平に延びる。
【００９９】
　図８に示される如く、子扉４２０Ｃは、上スライダ４３３及び下スライダ４３４が取り
付けられる右縁４２１を含む。第５クランプ部材５６４は、右縁４２１に固定される。第
５クランプ部材５６４は、右縁４２１から延び、上帯部５６６を掴む。
【０１００】
　図１２に示される如く、戸袋体２００Ｃは、ブラケット２４２を含む。背壁４１１Ｃの
背面４１９は、ブラケット２４２に対向する。図１０に示される如く、ブラケット２４２
は、戸袋体２００Ｃの奥壁２１２Ｃに固定される。
【０１０１】
　図８に示される如く、背壁４１１Ｃには、ブラケット２４２の若干上方の位置において
、略水平に延びるスロット４５１が形成される。図１０に示される如く、第６クランプ部
材５６５は、基部５６８と、クランプ片５６９と、を含む。基部５６８は、ブラケット２
４２に固定される。クランプ片５６９は、基部５６８から上方に延び、スロット４５１を
通じて、親扉４１０Ｃ内に挿入される。クランプ片５６９は、親扉４１０Ｃ内で、下帯部
５６７（図８を参照）を掴む。スロット４５１は、親扉４１０Ｃの変位方向に延びるので
、クランプ片５６９は、親扉４１０Ｃに干渉しない。
【０１０２】
　図８に示される第１モータ５１１Ｃが反時計回りに回転すると、第１クランプ部材５３
４Ｃによって掴まれたベルト５３３Ｃは、左方へ変位する。したがって、第１クランプ部
材５３４Ｃを含む親扉３１０Ｃは、左方へ変位する。親扉３１０Ｃのプーリ５５１，５５
２も左方へ変位する一方で、戸袋体２００Ｃに固定された第４クランプ部材５５５は、ベ
ルト５５３の下帯部５５７を掴むので、ベルト５５３は、反時計回りに周回する。第３ク
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ランプ部材５５４は、ベルト５５３の上帯部５５６を掴むので、第３クランプ部材５５４
が固定された子扉３２０Ｃは、左方へ変位する。したがって、子扉３２０Ｃは、親扉３１
０Ｃの変位速度の２倍の速度で変位することができる。
【０１０３】
　図８に示される第２モータ５１２Ｃが反時計回りに回転すると、第２クランプ部材５４
４Ｃによって掴まれたベルト５４３Ｃは、右方へ変位する。したがって、第２クランプ部
材５４４Ｃを含む親扉４１０Ｃは、右方へ変位する。親扉４１０Ｃのプーリ５６１，５６
２も右方へ変位する一方で、戸袋体２００Ｃに固定された第６クランプ部材５６５は、ベ
ルト５６３の下帯部５６７を掴むので、ベルト５６３は、反時計回りに周回する。第５ク
ランプ部材５６４は、ベルト５６３の上帯部５６６を掴むので、第５クランプ部材５６４
が固定された子扉４２０Ｃは、右方へ変位する。したがって、子扉４２０Ｃは、親扉４１
０Ｃの変位速度の２倍の速度で変位することができる。
【０１０４】
　＜第７実施形態＞
　戸袋体は、駆動源を制御する制御部を収容する収容空間を有してもよい。この場合、作
業者は、戸袋体の近くで、駆動源や他の電気機器を点検又は修繕することができる。戸袋
体の近くには、一般の乗客が存在するので、多くの場合、乗客が、制御部に触れないよう
に、戸袋体は、多数の鍵部を有する。専用の鍵なしでは、乗客は、制御部にアクセスする
ことはできない。しかしながら、多数の鍵部は、非効率な作業に帰結する。作業者は、電
気的な点検や修繕を行うために、戸袋体に設けられた複数の鍵部を解錠しなければならな
い。第７実施形態において、制御部を、少ない鍵部を用いて、乗客から適切に隔離するた
めの技術が説明される。
【０１０５】
　図１３は、戸袋体２００Ｃの概略的な縦断面図である。第６実施形態及び第７実施形態
の間で共通して用いられる符号は、当該共通の符号が付された要素が、第６実施形態と同
一の機能を有することを意味する。したがって、第６実施形態の説明は、これらの要素に
援用される。図８、図９及び図１３を参照して、プラットホームドア１００Ｃが説明され
る。
【０１０６】
　戸袋体２００Ｃは、仕切壁２５１と、蓋部２５２と、を備える。仕切壁２５１は、収容
空間２１５Ｃの上側境界を規定する。蓋部２５２は、仕切壁２５１の上方に配置される。
蓋部２５２は、仕切壁２５１と協働して、収容空間２１５Ｃを規定する。収容空間２１５
Ｃ内には、制御装置ＣＴＲが配置される。本実施形態において、第２収容空間は、収容空
間２１５Ｃによって例示される。
【０１０７】
　制御装置ＣＴＲは、列車の通過や停止に応じて自動的に第１モータ５１１Ｃ（図８を参
照）及び第２モータ５１２Ｃ（図８を参照）を制御する制御プログラムを実行する回路を
含んでもよい。加えて、制御装置ＣＴＲは、第１モータ５１１Ｃ及び第２モータ５１２Ｃ
を手動式に操作するためのインターフェース（たとえば、ボタンやスイッチ）を備えても
よい。本実施形態の原理は、制御装置ＣＴＲの特定の機能や特定の構造に限定されない。
本実施形態において、制御部は、制御装置ＣＴＲによって例示される。
【０１０８】
　蓋部２５２は、背壁２５４と、回動壁２５５と、ヒンジ２５６と、を含む。背壁２５４
は、奥壁２１２Ｃから連続的に上方に延びる。回動壁２５５は、仕切壁２５１の上方で横
たわる。ヒンジ２５６は、回動壁２５５を背壁２５４に接続する。回動壁２５５は、ヒン
ジ２５６周りに回動可能である。回動壁２５５には、鍵付き窓が設けられてもよい。この
場合、作業者は、鍵付き窓を解錠し、制御装置ＣＴＲを手動式に操作することができる。
本実施形態の原理は、回動壁２５５の特定の構造に限定されない。
【０１０９】
　戸袋体２００Ｃは、鍵部２６０を更に含む。鍵部２６０が、施錠されると、扉体２１６
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，２１７は、閉位置において位置的に固定される。専用の鍵なしでは、鍵部２６０は解錠
されない。したがって、一般の乗客は、収容空間２１５Ｃへアクセスできない。作業者は
、専用の鍵を用いて、鍵部２６０を解錠することができる。作業者は、その後、扉体２１
６，２１７を開くことができる。作業者は、収容空間２１５Ｃへアクセスし、様々な作業
を行うことができる。鍵部２６０は、市販された様々な鍵部品であってもよい。本実施形
態の原理は、鍵部２６０の特定の構造に限定されない。
【０１１０】
　戸袋体２００Ｃは、接続機構２７０を更に含む。接続機構２７０は、扉体２１６，２１
７によって閉ざされる収容空間２１５Ｃ内で、蓋部２５２と仕切壁２５１とを接続する。
接続機構２７０は、収容空間２１５Ｃ内に配置されるので、鍵部２６０の解錠なしでは、
アクセスされない。
【０１１１】
　図１４は、接続機構２７０の概略的な拡大図である。図１３及び図１４を参照して接続
機構２７０が説明される。
【０１１２】
　接続機構２７０は、上フック２７１と、下フック２７２と、レバー２７３と、ブラケッ
ト２７４と、シャフト２７５，２７６と、を含む。上フック２７１は、蓋部２５２に取り
付けられる。下フック２７２は、上フック２７１に係合される。ブラケット２７４は、仕
切壁２５１に固定される。シャフト２７５は、ブラケット２７４に取り付けられる。レバ
ー２７３は、シャフト２７５に接続される。レバー２７３は、シャフト２７５周りに上下
に回動可能である。シャフト２７６は、レバー２７３に取り付けられる。下フック２７２
は、シャフト２７６に接続される。下フック２７２は、シャフト２７６周りに回動可能で
ある。本実施形態において、第１フックは、上フック２７１によって例示される。
【０１１３】
　作業者が、下フック２７２を上フック２７１に係合させた後、レバー２７３を下方に回
動させると、下フック２７２は、引張方向に弾性変形する。この結果、下フック２７２は
、上フック２７１に強く係合されることとなる。したがって、蓋部２５２は、適切にロッ
クされることとなる。
【０１１４】
　作業者が、レバー２７３を上方に回動させると、下フック２７２の弾性変形は、解除さ
れる。作業者は、その後、下フック２７２を下方に回動させ、上フック２７１と下フック
２７２との間の係合を解除することができる。この結果、蓋部２５２は、回動可能になる
。
【０１１５】
　作業者は、上フック２７１と下フック２７２との間の係合を解除した後、蓋部２５２を
上方へ回動させることができる。この結果、作業者は、制御装置ＣＴＲにアクセスし、様
々な作業を行うことができる。
【０１１６】
　上述の様々な実施形態の原理は、駅の設備に要求される仕様に適合するように、組み合
わされてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１７】
　上述の実施形態の原理は、列車が停車するプラットホームの設備として好適に利用され
る。
【符号の説明】
【０１１８】
１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ・・・・・・・・・・プラットホームドア
２００，２００Ａ，２００Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・戸袋体
２１０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・主筐体
２１５，２１５Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・収容空間
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２１６，２１７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・扉体
２５２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蓋部
２６０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鍵部
２７０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・接続機構
２７１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上フック
２７２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・下フック
２７３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・レバー
３００，３００Ｂ，３００Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・前扉
３１０，３１０Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・親扉
３１１，３１１Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・背壁
３１６，３１７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開口部
３１８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・前面
３１９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・背面
３２０，３２０Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子扉
３５１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スロット
３９１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・外背面
３９２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内前面
４００，４００Ｂ，４００Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・奥扉
５００・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駆動機構
５０１，５０１Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第１駆動機構
５０２，５０２Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第２駆動機構
５１０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駆動源
５１１，５１１Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第１モータ
５２０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伝達機構
５３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第１伝達機構
５３２，５３２Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プーリ
５３３，５３３Ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト
５４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第２伝達機構
５５０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第１連動機構
５５１，５５２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プーリ
５５３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト
５５５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第４クランプ部材
５５８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・基部
５５９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クランプ片
ＣＴＲ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・制御装置
ＰＬＦ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プラットホーム
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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